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１．はじめに

施工箇所は、一昨年度中沼沢川の氾濫により崩壊した河川の保護及び、復旧を目的とした現

場であり、製作した異形ブロックを設置、河川の環境保全を目的に堰堤工を構築する工事であ

ります。今回は崩落した地形で、安全な環境下で施工できる工夫を紹介したいと思います。

２．土石流及び現場状況把握

ａ．監視方法の工夫

工 夫 理 由

河川の氾濫により崩落した箇所での施工の為、現地の情報を離れた箇所から、リアルタイム

で色々な視点から情報を得ることができる、操作可能な装置を設置する工夫を行った。

実 施 項 目 -エコモバイル定点カメラの利用-

今回の施工現場は、昨年度施工の流路工に接続、堰堤工並びに流路工を構築する作業である。

そのため土石流監視と施工状況の把握のために、エコモバイル定点カメラを利用した監視シス

テムを採用し、土石流対策及び施工状況の確認をできる対策を立て、リアルタイムで現地状況

を確認できる体制をとった。

効 果

定点カメラ設置により、現場状況をスマートフォンやパソコンで、リアルタイムで確認する

ことができた。使用したエコモバイル定点カメラは、撮影角度の操作が可能なため、必要に応

じてカメラ視点を変更できる。休工日の現場状況、安全施設状況、作業中の現場状況など、確

認したいときに操作を行い、現場の生の状況を把握するのに大変役にたったアイテムであった。

【実際のカメラ定点画像】

【定点カメラ設置状況】

【パ ソコ ン 】 【スマート

フォン 】



b．悪天候に対する工夫

工 夫 理 由

雨量計の設置は全ての現場で行っているが、しかし実際時間雨量の確認を行うとすれば、雨

量計のチャート紙を確認し、雨量を確認する操作が必要である。作業中止など、瞬時に決定す

る項目を判断する時期が遅れるため、今回現場では、時間雨量が携帯電話で確認でき、警戒雨

量に達した場合、瞬時に確認伝達できる対策をとった。

実 施 項 目 -ネオロガー「記録ch」の設置-

今回設置した雨量計は、計測した雨量データをモバイル通信網を利用し自動収集し、その結

果を確認できるシステムである又、事前に警戒時間降雨量を設定することにより、警戒雨量に

達した場合、携帯電話に情報をメールすることができ、回転灯と連動しているため現場に知ら

せることも可能であった。警戒時間雨量の設定は１０ mm と設定し、現場責任者、並びに作

業員への伝達方法とした。

効 果

実際１０ mm を超えた日は工期全体を通してもなかったが、ネオロガーの設置により、現

場で作業している間でも時間雨量を確認することができ、現場を進めていく判断材料としては、

非常に便利に使用することができた。又異常値を検知したことを即時に知らせることができる

ので、異常事態にタイムリーに対応することが可能になった。

【雨量計設置状況】

回転灯

【記録されたデータ】

【パソコンデータ確認状況】

設定ライン 10mm



ｃ．カミナリ対策の工夫

工 夫 理 由

現場は山岳地帯であり、施工時期も７月から１２月までと、梅雨時期並びに１０月の秋雨時

期とカミナリの発生する時期での施工となるため、いち早くカミナリの接近を確認できる工夫

を行った。

実 施 項 目 -携帯用雷検知器の着用-

使用したカミナリ検知器は携帯用で、非常にコンパクトでベルトに装着することが可能なた

め、現場責任者(写-1)に携帯し、カミナリ接近時の確認をとれる対策を

とった。

(写-1)

効 果

８月終盤から１０月にかけては、現場の天候が変化することが多く、実際カミナリの発生す

る回数が増えてきました。検知器を携帯することにより、カミナリの接近段階(全５段階)を目

で確認でき、作業中止時期、非難時期を的確に伝えることが可能になった。下図に示す写真が

現場で検知した時の写真であり、実際に現場での非難指示を、２日続けて作業員に行った。

【非難不要】 【家屋・車輌等に非難】 【緊急に避難する】

１段階 ４段階(9月 7日) ５段階(9月８日)

【携帯雷警報器】



ｄ．据付足場の工夫

工 夫 理 由

前回の施工同様、据付時の足場の確保を、足場板により確保したが、足場の設置に伴う作

業員の負担を、より軽減する対策を実施してみた。

実 施 項 目 -軽量（アルミ）足場板の利用-

使用した足場板はアルミ製で、綱製で製作されていないため、１枚の重量が軽く製作され

ている。ちなみに綱製の場合は 4.0m× 0.25mもので、13.2kg程度あるのに対して、アルミ製

は 7.6kg と綱製足場と比べて４割近く軽量にできている。作業員の負担軽減も考慮し、ブロ

ック据付箇所の全箇所に設置し作業を行った。

効 果

軽量足場板を利用することにより、据付完了後の足場板の移動を非常に楽に行うことがで

きた。１枚の重量が 7.6kg と軽いため、作業員１人で作業が可能になり、高齢者が多い現場

では、かなり有効であった。作業員からも軽いため、設置が楽だったとの意見をもらった。

【足場板使用状況】 参 考 図 【足場板使用状況】

３．おわりに

昨年度から中沼沢川の渓流保全に協力させていただいております。今回の施工では、前年度

の反省を踏まえて、作業に従事させていただきました。志津地区の作業では積雪も早く、設定

されている工期とは別に、積雪前に工事の完成を目指さなければなりません。現場での施工上

の問題等、発注者との適切な対策を協議することで、現場も中断することなく、無事故で完成

することができました。これからの安全対策も、現場に適応した対策で行ってまいります。

【着工前写真 】 【完 成 写 真 】

綱製足場板

開口部分

綱製足場板

開口部分

足場板設置図


